
第77号
令和3年
7月15日

社会福祉法人　美郷町社会福祉協議会
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印刷・株式会社アイ・クリエイト

編集発行

※「みさと福祉だより」は、赤い羽根共同募金の配分金と社協会費が使われています。
※赤い羽根共同募金の配分金が使われている事業には　　がついています。

毎
年
７
月
に
町
民
の
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
て
い
る
社
協
会

費
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の

配
分
金
と
合
わ
せ
て
こ
れ
ら
の

事
業
に
活
用
さ
れ
、
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
こ
れ
以
外
に
も
総
合
相
談
事

業
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
等
、
18
の

事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。）

社
会
福
祉
協
議
会
は
行

政
で
は
な
く
「
社
会
福
祉
法

人
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ

り
、
民
間
の
組
織
で
す
。
そ

の
た
め
、
行
政
で
は
で
き
な

い
民
間
性
を
持
っ
た
事
業
が

多
く
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
皆

さ
ま
か
ら
の
会
費
と
赤
い
羽

根
共
同
募
金
の
配
分
金
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
会
費
と
赤
い
羽
根
共
同
募

金
の
配
分
金
は
す
べ
て
事
業

費
に
充
て
ら
れ
、
そ
れ
以
外

の
人
件
費
等
に
充
て
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

今
年
も
各
地
区
の
福
祉

委
員
を
通
じ
て
７
月
に
会
費

納
入
、
10
月
に
赤
い
羽
根
共

同
募
金
の
お
願
い
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
た
め
ご

理
解
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

空き店舗「まめだ屋」を活用したサークル活動はどなたでも無料でご利
用になれます（写真は手芸教室の様子）

町内の新１年生へ入学祝い品を送り、子供たちの健やか
な成長を応援します

単身老人世帯等を対象に、学校や関係機関の協力を得な
がら除排雪活動を行います

災害に備え、避難用品や非常食等を備蓄しています 福祉だよりを通じて社協の事業や福祉に係わる情報を提
供します

まめだ屋運営事業

地域子育て応援事業 一斉除排雪活動事業

ボランティアセンター運営事業 福祉だよりの発行

社
協
会
費

社
協
会
費
は
こ
の
よ
う
な
事
業
に

は
こ
の
よ
う
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

活
用
さ
れ
て
い
ま
す



決算書および事業報告書は本会ホームページでも閲覧できます。また、「社会福祉法人の財務諸表
等開示システム」によりインターネット上で公開されています。

令和２年度の決算状況
美郷町社会福祉協議会の令和２年度の決算状況について、次のとおり公表します。

福 祉 だ よ り第77号 （2）

勘　定　科　目 決 算 額 説　　　明

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
　

 

入

会 費 収 入 5,945,000 一般会費、特別会費、法人会費、団体会費
寄 附 金 収 入 1,655,007 一般寄附、香典返し
経 常 経 費 補 助 金 収 入 54,837,821 町補助金・共同募金・県社協
受 託 金 収 入 21,506,554 町受託金・県社協受託金
貸 付 事 業 収 入 646,961 たすけあい資金償還金
事 業 収 入 1,237,078 センター利用料・昼食負担金・広告料
負 担 金 収 入 28,000 参加負担金
介 護 保 険 事 業 収 入 63,937,502 居宅介護支援・訪問介護・訪問入浴・地域

支援事業・コロナ対策給付金
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 6,116,110 居宅介護・同行援護・相談支援・地域生活

支援（身障入浴）・コロナ対策給付金
受 取 利 息 配 当 金 収 入 1,853 預金利息
そ の 他 の 収 入 174,760 ボランティア保険事務費他
経 常 収 入 計 ( 1 ) 156,086,646 

支 　
　
　
出

人 件 費 支 出 115,012,517 職員・臨時職員・役員報酬
事 業 費 支 出 35,916,571 各事業費
事 務 費 支 出 3,830,708 事務的費用・福利厚生費
貸 付 事 業 支 出 553,941 たすけあい資金貸付金
助 成 金 支 出 2,072,933 福祉教育・サロン
負 担 金 支 出 861,600 ふれあい安心電話県社協管理負担金
そ の 他 の 支 出 18,800 
経 常 支 出 計 ( 2 ) 158,267,070 
経常活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) -2,180,424 

施
設
整
備
等
収
支

収
施 設 整 備 等 補 助 金 収 入 943,800 県コロナ対策給付金
そ の 他 の 施 設 整 備 等 に よ る 収 入 77,098 
施 設 整 備 等 収 入 計 (4) 1,020,898 

支
固 定 資 産 取 得 支 出 943,800 備品棚
そ の 他 の 施 設 整 備 等 に よ る 支 出 49,102 火災保険料前払費用
施 設 整 備 等 支 出 計 (5) 992,902 
施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) 27,996 

そ
の
他
の
活
動
収
支

収
入

積 立 資 産 取 崩 収 入 13,333,000 
そ の 他 の 活 動 収 入 計 (7) 13,333,000 
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 6,551,940 退職共済預け金
そ の 他 の 活 動 支 出 計 (8) 6,551,940 

その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) 6,781,060 
予 備 費 支 出 ( 1 0 ) 0 
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) 4,628,632 
前 期 末 支 払 資 金 残 高 (12) 3,071,577 
当 期 末 支 払 資 金 残 高 (11)+(12) 7,700,209 

（単位：円）美郷町社会福祉協議会決算書



福 祉 だ よ り（3） 第77号

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
お
よ
び
評
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い

改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

◎
新
評
議
員　
　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

伊　
藤　
郁　
美
（
福
祉
施
設
）

髙　
橋　
久
美
子
（
下
畑
屋
）

岡　
田　
和　
浩
（
上
町
）

柿　
崎　
ル
リ
子
（
福
祉
施
設
）

加　
藤　
香
代
子
（
石
神
）

藤　
原　
政　
春
（
長
岡
森
）

照　
井　
恒　
夫
（
駅
前
）

小　
松　
ゆ　
き
（
安
城
寺
上
）

中　
村　
し
げ
子
（
元
本
堂
北
部
）

冨　
樫　
さ
つ
子
（
第
一
暁
）

高　
橋　
成　
人
（
千
屋
北
部
）

熊　
谷　
文　
善
（
土
崎
北
部
）

出　
雲　
房　
子
（
中
島
・
藤
原
）

村　
田　
憲　
央
（
上
鑓
田
）

佐　
藤　
多
万
喜
（
福
祉
施
設
）

◎
任
期
：
令
和
３
年
６
月
～
令
和
７
年
６
月

定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で

◎
新
役
員	

　
　
　
　
　
　
※
敬
称
略

会　
長	

鈴　
木　
諄　
一
（
天
神
堂
）

副
会
長	

照　
井　
冨
士
男
（
元
村
）

副
会
長	

田　
澤　
千
寿
子
（
中
野
）

理　
事	

工　
藤　
貢　
示
（
新
町
）

理　
事	

黒　
丸　
　
　
剛
（
上
町
）

理　
事	

橘　
　
　
正　
幸
（
外
川
原
）

理　
事	

澁　
谷　
久　
一
（
上
菻
沢
）

理　
事	

加　
畠　
　
　
徹
（
塚
）

理　
事	

進　
藤　
敏　
美
（
本
堂
西
部
）

理　
事	

宮　
野　
　
　
剛
（
米
町
）

理　
事	

樫　
尾　
順　
子
（
琴
平
）

理　
事	

佐　
藤　
義　
勝
（
福
祉
施
設
）

理　
事	

高　
橋　
　
　
勉
（
行
政
）

監　
事	

五
十
嵐　
　
　
博
（
上
深
井
）

監　
事	

鈴　
木　
豊　
文
（
第
一
暁
）

監　
事	

高　
橋　
　
　
郷
（
本
道
町
）

◎
任
期
：
令
和
３
年
６
月
～
令
和
５
年
６
月

定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
役
員
・
評
議
員
改
選

退 任 役 員：理事	 齊藤		敦子さん（行政）

退任評議員：	 鈴木		正洋さん（宝門町）

	 熊谷		弘子さん（米町）

	 高橋		秀峰さん（千屋南部）

	 福島		要子さん（小荒川）

　
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
、
理
事
13
名
か
ら
な

る
理
事
会
（
業
務
執
行
機
関
）
と
、
評
議
員
15
名
か
ら

な
る
評
議
員
会
（
議
決
機
関
）
が
あ
り
ま
す
。

　
理
事
会
の
役
割
は
、
法
人
の
経
営
方
針
を
立
て
、
事

業
計
画
や
予
算
等
の
重
要
な
方
針
決
定
を
し
ま
す
。
評

議
員
会
は
、
重
要
事
項
に
関
し
て
議
決
す
る
機
関
で
す

が
、
諮
問
機
関
で
も
あ
り
、
法
人
運
営
に
直
接
携
わ
る

理
事
と
は
異
な
る
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
法
人
の
業
務
運
営
に
結
び

付
け
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
理
事
会
と
評
議
員

会
に
よ
っ
て
運
営
を
二
重
に
チ
ェ
ッ

ク
し
、
正
し
い
運
営
が
執
り
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　永年にわたり福祉協議会の運営や事業
推進にご尽力いただき、ありがとうござ
いました。今後もご指導賜りますようお
願いいたします。

◎長い間お疲れ様でした



2億213万円令和３年度の
　支出予算は

　３月 22日に行われた理事会で同意を得た美郷町社会福祉協議会令和３年度資金収支予算が
同月 30日の評議員会で議決されました。
　地域の皆さんから直接ご協力いただく会費や寄付金、共同募金に寄せられる善意は地域福祉
の向上に使わせていただいています。
　財政経営厳しい状況にありますが、従来にも増して経費節減に努め、健全財政を堅持しなが
ら地域福祉・在宅福祉の向上を目指してさまざまな事業や福祉サービスを展開していきます。

令和３年度　資金収支予算
勘　定　科　目 予算額（千円） 説　　　　　明

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

会 費 収 入 5,902 一般・特別・団体・法人
寄 附 金 収 入 100
経 常 経 費 補 助 金 収 入 51,155 町補助金・共同募金配分金
受 託 金 収 入 35,708 在介センター・高齢者支援事業・地域支援事業等
貸 付 事 業 収 入 600 たすけあい資金償還金
事 業 収 入 1,439 福祉だより広告料・事業参加費収入・福祉センタ

ー利用料
負 担 金 収 入 306 研修負担金
介 護 保 険 事 業 収 入 52,936 居宅介護支援事業・訪問介護事業・訪問入浴介護

事業
障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 5,248 支援費等事業・特定相談支援事業・障がい児相談

支援事業
受 取 利 息 配 当 金 収 入 8 預金利息
そ の 他 の 収 入 50 受入研修費・印刷機利用料等

事業活動収入計 (1) 153,452

支
出

人 件 費 支 出 104,046 職員・役員報酬
事 業 費 支 出 42,319 事業費
事 務 費 支 出 3,773 事務的費用・福利厚生費
貸 付 事 業 支 出 600 たすけあい資金貸付金
助 成 金 支 出 2,568 福祉教育助成・ふれあいサロン助成
負 担 金 支 出 980 ふれあい安心電話県社協管理負担金
そ の 他 の 支 出 11

事業活動支出計 (2) 154,297
事業活動資金収支差額 (3)=(1)-(2) △ 845

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収　
入 施設整備等収入計 (4) 0
支　
出 施設整備等支出計 (5) 0

施設整備等資金収支差額 (6)=(4)-(5) 0
そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

収　
　
入

基 金 積 立 資 産 取 崩 収 入 4,000 福祉基金積立取崩
積 立 資 産 取 崩 収 入 1,700 修繕積立取崩・経営安定積立取崩
拠 点 区 分 間 繰 入 金 収 入 30,579
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 収 入 10,999
そ の 他 の 活 動 に よ る 収 入 2

その他の活動収入計 (7) 47,280

支　
出

拠 点 区 分 間 繰 入 金 支 出 30,579
サ ー ビ ス 区 分 間 繰 入 金 支 出 10,999
そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 6,257 退職共済預け金

その他の活動支出計 (8) 47,835
その他の活動資金収支差額 (9)=(7)-(8) △ 555

予 備 費 支 出 ( 1 0 ) 0
当期資金収支差額合計 (11)=(3)+(6)+(9)-(10) △ 1,400
前 期 末 支 払 資 金 残 高 (12) 1,400
当 期 末 支 払 資 金 残 高 (11)+(12) 0

福 祉 だ よ り第77号 （4）

事業計画および予算書は本会ホーム
ページでも閲覧できます。



福 祉 だ よ り（5） 第77号

～
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
～

食
品
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　

美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
家
庭
で
使
い
き
れ

な
い
未
使
用
食
品
を
回
収
し
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る

家
庭
な
ど
に
寄
与
す
る
活
動
（
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
）
に

協
力
し
て
い
ま
す
。
み
さ
と
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
ホ

ー
ル
に
食
品
を
入
れ
る
専
用
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
品
目
は
左
記

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら

の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福祉センター玄関ホールに
設置されたボックス
受付は平日 8:30 ～ 17:00

①未開封のもの
②賞味期限が１ヵ月以上先のもの
③常温保存が可能なもの（例として以下
の食品）

◦穀類
米（一昨年前までのもの、玄米でも可）・
小麦粉・乾麺

◦乾物
のり・豆・海藻など

◦菓子類・粉ミルク・離乳食
◦飲料水

ジュース・コーヒー・お茶など
◦インスタント食品・レトルト食品
◦調味料各種・食用油

醤油・味噌・塩・砂糖・マヨネーズなど
※アルコール類・自家製品（漬物等）・瓶詰の
食品は受付できませんのでご注意願います。

寄付いただきたい食品

赤い羽根共同募金看板を町内学校へ贈呈

法人会員・団体会員も随時受け付けています

　毎年皆さまからご協力をいただいている赤
い羽根共同募金の配分金の一部が町内学校へ
の助成金として活用されていることを広く知
っていただくため、赤い羽根共同募金看板を
町内の学校５校へ贈呈しました。これは、児
童・生徒の募金に対する意識の向上を図るこ
とも目的としています。
　今年も 10月 1日から全国一斉に募金運動
が開始されますのでご協力よろしくお願いい
たします。 仙南小学校の花壇に設置された看板

今年度法人会員・団体会員になってくださった法人・団体様
・法人会員	 ・団体会員
　ＢＨＷ株式会社	様	 　千畑芸能保存会	様
　はりま建設株式会社	様	 　美郷町老人クラブ連合会	様
　さくらヘルパーセンター	様	 　美郷町ボランティア連絡協議会	様
　大和建設株式会社	様	 　美郷町民生児童委員協議会	様
　株式会社小田島工務店	様	 　美郷町遺族会	様
　木村建設株式会社	様	 　青少年育成美郷町民会議	様

　社会福祉協議会は地域福祉を進める団体として、毎年町内全戸に会員加入をお願い
しておりますが、社協活動に賛同する法人・団体様からの法人会費（１口	１０,０００円）
団体会費（１口	５,０００円）についても随時受け付けています。（法人・団体会員にな
っていただくと今年度の福祉センターの会場使用料が免除になります。）

令和3年7月7日現在



広告主は随時募集しております。
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秋田県介護サービス認証評価認定書交付

　介護の認証評価制度とは、人
材育成や就労環境の改善などに
つながる取組みを実施する介護
事業者を都道府県が評価する制
度で、定めている基準をもとに
事業者を評価し、基準を満たし
ている介護事業者に対して認証
が付与されます。
　評価項目は人材育成支援や
職場環境の整備、関係法令の
遵守についてなど 50以上あり、すべての項目において基準を満たすことが求めら
れます。これにより、「多様な働き方ができる」「将来を見据えて働ける」「未経験
でも安心して働ける」といった働く職員の満足度を向上させるメリットがありま
す。また、介護サービスの質の向上にもつながり、利用者も満足のいく介護サー
ビスが受けられるといったメリットもあります。
　なお、認証の有効期間は３年となっており更新が必要なことから、認証後も介
護事業者は継続的な取り組みを実施していく必要があります。

　認証マークは認証を受けている事業者が示すこ
とのできるマークで、秋田県の形をモチーフにし
た顔を手で包み込む介護サービス事業所のイメー
ジを表現しています。
　美郷町介護事業所では、居宅介護支援事業、訪
問介護事業、訪問入浴介護事業、障がい者福祉事
業・相談支援事業を行っています。

令和３年３月 19㈰（金）
秋田県介護サービス認証評価認定書（更新認定）が交付されました。

秋田県健康福祉部長寿社会課課長 髙橋直樹様（右）
から認証書の交付を受ける鈴木会長

公用車の側面に貼られた認証マーク



福 祉 だ よ り（7） 第77号

福
祉
科
宣
誓
式

　

五
月
二
十
五
日
（
火
）
福
祉
科

第
十
八
期
生
十
名
の
宣
誓
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
た

く
さ
ん
の
ご
来
賓
を
前
に
し
て
の

盛
大
な
宣
誓
式
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
今
年
度
も
保
護
者
と
福
祉
科

三
年
生
、
一
年
生
と
職
員
に
よ
る

宣
誓
式
と
な
り
ま
し
た
。
三
年
生
が
後
輩
た
ち
の

た
め
、
会
場
の
準
備
を
担
当
し
て
立
派
な
宣
誓
式

と
な
り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ス
委
員
長
の
山
崎
響
冴
君
が
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
三
年
生
も
昨
年
は
実
施
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
施
設
実
習
で
ま
と
め
の
介
護

過
程
に
入
り
ま
し
た
。
こ
の
春

卒
業
し
た
十
六
期
生
の
就
職
先

で
の
活
躍
も
耳
に
し
ま
す
。

　
二
年
生
は
十
名
と
少
な
い
人

数
で
す
が
、
介
護
福
祉
士
と
し

て
働
く
こ
と
を
目
標
に
ク
ラ
ス

全
員
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

福
祉
科
進
路
状
況

	〈
就　
職
〉

（
福
祉
医
療
系
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
六
郷
仙
南
福
祉
会	

（
美
郷
町
）

　
大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合	

（
美
郷
町
）

　
県
南
ふ
く
し
会	

（
大
仙
市
）

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス	

（
横
手
市
）

　
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会	

（
仙
北
市
）

　
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会	

（
横
手
市
）

　
関
東
マ
リ
ア
会
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ラ
牛
久	

（
茨
城
県
）

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス　

　
大
曲
仙
北
介
護
支
援
事
業
所	

（
大
仙
市
）

障
害
者
施
設

　
水
交
会
後
三
年
鴻
声
の
里	

（
美
郷
町
）

（
一
般
そ
の
他
）

　
ヤ
マ
ダ
フ
ー
ズ	

（
美
郷
町
）

全
国
福
祉
高
等
学
校
長
会
主
催「
生
徒
体
験
発
表
」

に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
福
祉
科
三
年
生
の
高
橋
心

晴
さ
ん
が
東
北
地
区
予
備
審
査
を
一
位
通
過
し
、

全
国
審
査
で
は
上
位
入
賞
と
な
り
ま
し
た
。

  『
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
見
て
て
ね
』

六
郷
高
校
福
祉
科
三
年
生　

高	

橋	

心	

晴

　
「
辛
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
け
ど
、
人
生
何
が
財
産
に

な
る
か
分
か
ら
な
い
。
お
前
は
た
く
ま
し
く
な
れ
。」
こ

れ
は
、
祖
母
の
主
治
医
が
私
に
か
け
て
く
だ
さ
っ
た
言

葉
で
す
。
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
時
か
ら
私
の
生
活
の
目

標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

		

私
が
も
う
す
ぐ
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
頃
、
母
は
天

国
へ
旅
立
ち
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
母
の
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
父
は
仕
事
が
あ
っ
た
の

で
、
祖
母
が
母
親
代
わ
り
と
な
り
私
を
育
て
て
く
れ
ま

し
た
。
で
も
、
祖
母
は
足
腰
が
弱
く
上
手
に
歩
け
な
い

持
病
を
抱
え
て
い
た
た
め
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い

ま
し
た
。
小
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
も
、
祖
母
の
身
体

は
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
が
、
毎
朝
、
早
起
き
し
て
私
の

た
め
に
朝
食
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
お
か

ず
は
目
玉
焼
き
。
で
も
、
美
味
し
か
っ
た
な
。
祖
母
は

立
っ
て
い
る
こ
と
さ
え
辛
い
は
ず
な
の
に
、
登
校
す
る
私

を
玄
関
で
ず
っ
と
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

学
年
が
進
む
に
つ
れ
、
祖
母
は
次
第
に
何
度
も
同
じ
こ

と
を
話
し
た
り
、
物
忘
れ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
れ
は
認
知
症
の
始
ま
り
で
し
た
。
友
達
と

遊
ん
で
い
る
時
や
勉
強
し
て
い
る
時
も
、
祖
母
か
ら
何

度
も
何
度
も
呼
ば
れ
る
の
で
、
強
い
口
調
で
祖
母
に
当

た
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
父
や
祖
父
か

ら
も
怒
ら
れ
る
の
で
、
祖
母
は
よ
く
一
人
で
泣
い
て
い
ま

し
た
。
き
っ
と
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
自
分
を
責
め

て
泣
い
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

		

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
、
祖
母
の
入
院
の
回
数
が

増
え
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
す
ぐ
に
退
院
し
て
帰
っ
て

く
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
校
へ
進
ん

で
も
退
院
す
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
祖
母
は

治
療
の
た
め
に
転
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
土
曜
日
に
な

る
と
祖
父
と
一
緒
に
約
二
時
間
近
く
か
け
て
お
見
舞
い

に
行
き
ま
し
た
。
祖
母
は
私
を
ず
っ
と
待
っ
て
い
て
、

私
を
見
る
な
り
両
手
を
広
げ
て
嬉
し
そ
う
に
笑
顔
で
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
り
際
に
な
る
と
反
対
に
悲
し
い

顔
に
な
り
、
血
管
が
浮
き
出
た
白
く
細
い
手
を
伸
ば
し

て
、
私
の
手
と
何
回
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
別
れ
を
惜

し
み
ま
し
た
。

福
祉
科
第
十
六
期
生

		

介
護
福
祉
士
国
家
試
験
結
果

　
六
郷
高
校
合
格
率	

88
・
9
％

　
中
二
の
春
、
総
合
学
習
の
一
環
で
高
齢
者
の
身
体
的
・

心
理
的
な
変
化
を
擬
似
的
に
体
験
す
る
授
業
に
参
加
し

ま
し
た
。
手
袋
を
二
重
に
し
て
財
布
の
中
か
ら
小
銭
を

出
す
体
験
。
両
足
に
重
り
を
付
け
て
歩
く
体
験
。
こ
の

疑
似
体
験
か
ら
、
普
段
通
り
の
行
動
が
で
き
な
い
自
分

と
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
祖
母
の
行
動
が
重
な
り
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
大
変
だ
っ
た
ろ
う
な
」
と
こ
の
時
初
め
て
気

付
い
た
の
で
す
。
い
つ
も
一
緒
に
い
た
は
ず
な
の
に
、
祖

母
の
気
持
ち
や
生
活
の
大
変
さ
に
気
付
か
な
か
っ
た
自

分
を
悔
や
み
、
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
身
体

が
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
の
に
、
そ
れ
を
少
し
も
私
に

見
せ
ず
に
母
親
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
た
祖
母
。
介
護

を
学
ん
で
恩
返
し
を
し
よ
う
、
介
護
福
祉
士
に
な
っ
て

支
え
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
福
祉
科
へ
の
進
学
を
決
め
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
思
い
も
届
か
ぬ
ま
ま
、
そ
の
年
の
秋
、

祖
母
も
母
の
待
つ
天
国
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。
祖
母
の

た
め
と
将
来
の
目
標
を
見
つ
け
た
矢
先
の
死
は
、
悲
し

く
て
何
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
悲
し

み
に
暮
れ
る
中
、
ふ
っ
と
思
い
出
し
た
の
が
冒
頭
の
言

葉
で
す
。
恐
ら
く
主
治
医
は
祖
母
の
余
命
を
分
か
っ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
遠
く
の
病
院
に
移
る
こ
と
を

悲
観
す
る
私
に
対
し
て「
頑
張
れ
」「
た
く
ま
し
く
な
れ
」

と
励
ま
す
意
味
を
込
め
て
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
だ
と
。

		

そ
し
て
今
、
介
護
福
祉
士
と
し
て
働
く
こ
と
を
目
標

に
福
祉
科
で
学
ん
で
い
ま
す
。
心
の
中
に
あ
る
悲
し
み

や
苦
し
み
は
そ
の
人
に
し
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
祖
母
が

流
し
た
涙
は
、
悲
し
み
に
満
ち
た
心
の
傷
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
私
は
そ
の
傷
に
気
付
く
こ
と
も
、
癒
す
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
優
し
さ
と
思

い
や
り
の
気
持
ち
を
込
め
て
手
を
差
し
伸
べ
、
た
と
え

時
間
が
か
か
っ
て
も
、
寄
り
添
い
な
が
ら
心
の
傷
を
癒

し
て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
介
護
福
祉
士
を
目
指
す
更
な
る
目
標
で
す
。

　
ま
だ
、
自
分
の
財
産
は
何
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
一

つ
目
の
財
産
は
介
護
福
祉
士
に
な
る
と
い
う
目
標
を
持

っ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
中

で
、「
た
く
ま
し
い
人
生
の
財
産
」
を
二
つ
三
つ
と
積
み

重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

	　

	「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
見
て
て
ね
」

   

も
う
す
ぐ
暑
い
本
格
的
な
夏
で
す
。

　
水
分
補
給
と
感
染
予
防
を
万
全
に
し
て

　
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

	

今
年
も
学
校
園
の
花
壇
に
赤
、
黄
、
桃
、
紫

色
の
花
々
が
き
れ
い
に
咲
き
そ
ろ
い
ま
し
た
。

生
徒
は
、
玄
関
前
に
置
か
れ

た
プ
ラ
ン
タ
ー
の
中
を
見
な

が
ら
校
舎
に
入
り
ま
す
。
各

ク
ラ
ス
の
学
校
園
委
員
が
花

の
管
理
を
し
て
い
ま
す
が
、

気
が
つ
い
た
生
徒
も
率
先
し

て
水
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ラ
ベ
ン
ダ
ー
も
満
開
で
、

良
い
香
り
に
包
ま
れ
て
い
ま

す
。
梅
雨
の
晴
れ
間
の
青
空

と
心
地
よ
い
風
に
、
夏
の
到

来
を
感
じ
ま
す
。

  

福
祉
科
二
年
生
の
実
習
先

		　
　
　
　
行
事
を
除
く
水
・
木
曜
日
で
す
。

施
設
・
事
業
所

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ロ
ー
ト
ピ
ア
仙
南

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
昼
荘			

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
真
木
苑

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
も
れ
び
の
杜

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
寿
苑		

◇
介
護
老
人
保
健
施
設
杏
授
苑
（
七
施
設
）

◇
大
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会		

◇
横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会

◇
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会	



社会福祉法人美郷町社会福祉協議会
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社会福祉法人 美郷町社会福祉協議会	 TEL0187（85）2294（代）	 FAX0187（85）2291
	 misato-fukushi@ceres.ocn.ne.jp
美郷町介護事業所	 TEL0187（87）6128（代）	 FAX0187（87）6680
	 misato-kaigo@ceres.ocn.ne.jp

〒 019─1541
秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙 6番地 1
【ホームページ】	http://www.misatocho-shakyo.or.jp/

　

社
協
が
発
行
し
て
い
る
配
布
物
を
各
家
庭
へ
お
届
け
す
る
際
、

各
地
区
の
福
祉
委
員
を
通
じ
て
配
布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
地
区
に
よ
っ
て
は
町
の
行
政
協
力
員
を
兼
ね
て
い
る
福
祉
委

員
も
多
い
こ
と
か
ら
、
配
布
の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
町
の

「
お
知
ら
せ
版
」（
毎
月
15
日
発
行
）
に
合
わ
せ
て
前
日
に
お
届
け

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
配
送
状
況
に
よ
っ
て
は
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
福
祉
だ
よ
り
の
発
行
は
11
月
15
日
と
２
月
15
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

行
政
協
力
員
を
兼
ね
て
い
る
福
祉
委
員
へ
お
願
い

申込・お問い合わせ
総務課		TEL.0187-85-2294

職員を募集します

（
令
和
３
年
２
月
１
日
～

６
月
30
日
受
付
分
）

受
付
順

■
一
般
寄
付

秋
田
市　
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
あ
き
た 

様

上
町　
栗
林
久
美
子 

様

石
神　
扇
龍
会

会
主　
嶋
田
ヤ
イ
子 

様

千
屋
南
部　
秋
田
建
築
労
働
組
合

大
仙
・
美
郷
支
部 

様

■
香
典
返
し

本
館　
　
　
鈴
木　
一
秋 

様

中
前
郷　
　
村
田　
光
子 

様

後
三
年　
　
出
雲　
耕
栄 

様

菅
谷
地　
　
飯
田　
信
夫 

様

籠
林　
　
　
湊　
喜
美
雄 

様

中
関　
　
　
熊
谷　
定
男 

様

小
荒
川　
　
福
島　
要
子 

様

第
二
暁　
　
煙
山　
東
郎 

様

下
中
野
町　
森
川　
吉
幸 

様

■
物
品
寄
付

佐
野　
キ
ッ
カ
ワ
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

様

（
乳
製
品
）

東
高
方
町　
木
村　
一
男 

様

（
除
菌
ス
プ
レ
ー
・
マ
ス
ク
）

※
こ
の
ほ
か
、
匿
名
で
の
寄
付
も
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

※
社
協
に
寄
せ
ら
れ
た
善
意
は
、
所

得
税
申
告
の
際
に
寄
付
金
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　
以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に

善
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚

意
に
対
し
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

1. 正職員
【採用年月日】令和４年４月１日

※試験案内や受付期間などの詳細については
９月にお知らせします。

2. 非常勤職員
【募集内容】パートタイム職員
　訪問介護員（ヘルパー）、訪問入浴介助員
【必要資格】普通自動車運転免許
　　　　　（AT 限定可）
【賃金】時間給 800円～ 1,020 円
　（資格や経験に応じて）
【採用年月日】随時
【応募方法】
　ハローワークを通じて行ってください。


